点的論理の表現と線的論理の表現
言語には大雑把に分けて2つのタイプがあります。

1つは、周りを海に囲まれた国。これをアイランドという言葉を使うと、周りを海で囲まれているアイランドの中で話されている言葉は、アイランド・フォーム（島国のことばの特色で、日本と同じような島国であるイギリスの文化について、歴史家のトレヴェリアンがつけた名称）これはという特徴を持っています。これに対してもう1つは、陸続きの国を持っている国（コンティネント）で話されている言葉や文化の特色をコンティネンタル・フォームと言います。言葉はこのアイランド・フォームとコンティネンタル・フォームの2つに分類されます。
日本は世界でも、最も発達した純粋に近いアイランド・フォームの言語を持っています。日本人が外国の言葉をなかなか理解するのが難しいのは、このアイランド・フォームの中にいる人々がコンティネンタル・フォームの種々な問題にぶつかるからです。

アイランド・フォームは、必ずしも島国の中だけで発達するものではなく、どの国においても、家族の間では大体はアイランド・フォームです。ドイツやフランスやベルギー、オランダというような国は、みなコンティネンタル・フォームの言語を持っていますが、家族あるいはごく親しい友人の間では、アイランド・フォームに近い言語を使っています。ただ、日本では、家族の中だけではなくて、友達でも近所でも、場合によってはあまり親しくない人の間でも、ついお互い気心が知れているようなつもりでアイランド・フォームの言葉を使うのが特徴です。日本人のアイランド・フォームと主立つ外国のコンティネンタル・フォームの一番の違いは、ものをいう順序が逆様であることです。
アイランド・フォーム・・・
島国で発達している言葉や文化の特色であるが、島国以外でも家族や親しい者間ではアイランド・フォームで話される

コンティネンタル・フォーム・・・陸続きの国を持っている国（コンティネント）で話されている言葉や文化の特色

さて、「日本語は英語などと比べると論理性に欠けている」ということを聞いたことがある人も多いと思います。これは、明治以降に日本人がヨーロッパ・アメリカのコンティネンタル・フォームの言語を学習すると、日本語と違った論理がそこにあるのに、日本語にはそれに対応した論理がないことに気がつくからです。
コンティネンタル・フォームの国では実線で表せるようなものになっていて、またそのような論理が望ましいのです。「線の論理　（ ―― ）」これがヨーロッパのコンティネンタル・フォームの論理です。ところがアイランド・フォームの行なわれている社会では、お互いに気心が良く知れているので、相手が何を考えているのか、ある程度、見当がついていることが前提で話が進みます。余計なことを言えば、蛇足となってしまうのです。お互いにわかっているところは言わなくてもわかるので、それを落としていくと点が残ります。大切なところだけ残しておけば、あとはこの点を適当に聞く人が、あるいは読む人が補って解釈してわかるのです。これが「点の論理（ ‐‐‐‐ ）」です。
アイランド・フォームの論理は、非常にわけ知りの、お互いに気心の知り合った人の間で通じる論理です。（外国の人にこの「点の論理」というのは、大変にわかりにくいものでしょう。）従って、日本語は論理性がないのではなく、ヨーロッパのコンティネンタル・フォームとは違った種類の論理があることがわかると思います。

　点の理論・・・アイランド・フォームの社会での言語理論。余計なことを言わずに、点で足りないところは以心伝心で通じる。俳句なども点の理論。

線の理論・・・コンティネンタル・フォームの社会での言語理論。必要なことはしっかり言葉に出して伝えることが必要で、「言わなくてもわかるだろう」的なことは通用しない。

さて、具体例で少し見てみましょう。
例１

「何もございませんが、どうぞ召し上がってください。」

英語に文字通りの直訳をすると
There is nothing, but please eat.　となるが、「何もないのに、食べてくださいとは、何を食べればいいの！？」ということになってしまいます。
そこで「（あなたのお口に（お好みに）合うようなものは）何もございません（かも知れません）が、（私どもとしては心をこめてつくった料理でございますので）どうぞ召し上がってください」として

I am afraid there might be nothing special to suit your taste.  But we did our best to cook something you might like, so please eat (it).
とか

There’s a lot of food and drink, so please enjoy and help yourself.　

などとします。

例２　

「はじめまして。どうぞよろしく。」

これも文字通り直訳では
First time, please favorably.　では？？となってしまいます。

もうすこし線的な表現に補って、
This is the first we’ve met each other.  I hope you will treat me favorably.　とすると、最初の文と次の文に論理的に飛躍があります。また、卑下謙譲の思いが出てきません。

実際には

I don’t believe I’ve seen you before.  /  I don’t think we’ve met before.  などといいます。英語と日本語の純粋な言いかえができない表現と言えるでしょう。

なお、日本語の「点の論理」を表す極めつけの言葉に「どうも」があります。あらゆる場面で用いられますが、「線の論理」の英語ではどう言い換えられるだろうと考えてみるのも面白いかもしれません。

参考『日本語の論理』（中公文庫）外山滋比古著

